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減損損失の計上ならびに通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

参天製薬株式会社（本社：大阪市、以下「当社」）は、2023 年 3 月期第 2 四半期連結会計期間（2022 年 7 月

1 日～2022 年 9 月 30 日）において、当社米国事業に関連する固定資産の減損損失を計上しております。あわ

せて、2022 年 5 月 10 日に公表しました 2023 年 3 月期連結業績予想を修正いたしましたので、下記の通りお

知らせいたします。 
 

記 
 
１. 減損損失計上について 
（１）減損損失発生の理由 
当社は、米国における事業基盤構築を目的に、2020 年 9 月に Eyevance Pharmaceuticals Holdings Inc.

（米国、以下「Eyevance社」）の発行済株式の100%を取得し、同社及びその傘下の事業会社であるEyevance 
Pharmaceuticals LLC（米国）を完全子会社化しております。米国での事業基盤を早期に確立することに取り組

んだものの、Eyevance 社の買収時に想定していた売上収益は事業計画を下回って推移する見通しとなったこ

とから、想定していた収益の実現が困難であるとの判断に至り、減損損失を計上することとなりました。 
 
（２）減損損失の内容 
今回の事業計画の見直しにより、当社の連結子会社である Eyevance 社及び Eyevance Pharmaceuticals 

LLCに係るのれんの全額 74 億円、開発製造販売権 223 億円、有形固定資産 3 億円の合計 300 億円（225 百

万米ドル）について減損損失を計上しております。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



２. 連結業績予想の修正 
（１）2023 年 3 月期（2022 年 4 月 1 日～2023 年 3 月 31 日）連結通期業績予想の修正 
 
IFRS（フル）ベース 

 売上収益 営業利益 
税引前 
当期利益 

当期利益 
基本的 1 株 

当たり 
当期利益 

前回発表予想（Ａ） 

（2022年5月10日公表） 
百万円 

264,000 
百万円 

34,200 
百万円 

32,500 
百万円 

24,400 
円 銭 

61.96 

今回修正予想（Ｂ） 280,000 4,000 3,000 -5,500 -14.20 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 16,000 -30,200 -29,500 -29,900  

増 減 率（ ％ ） +6.1 -88.3 -90.8 －  

（参考）前期連結実績 
（2022 年 3 月期） 

266,257 35,886 35,616 27,189 68.07 

 
コアベース 

 売上収益 コア営業利益 コア当期利益 
基本的 1 株 

当たり 
コア当期利益 

前回発表予想（Ａ） 

（2022年5月10日公表） 
百万円 

264,000 
百万円 

45,500 
百万円 

34,100 
円 銭 

86.59 

今回修正予想（Ｂ） 280,000 45,500 34,100 88.04 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 16,000 0 0  

増 減 率（ ％ ） +6.1 0.0 0.0  

（参考）前期連結実績 
（2022 年 3 月期） 

266,257 46,348 35,195 88.16 

 
（２）修正の理由 
 主力の医療用医薬品事業は、中国で新型コロナウイルス対策による厳格な防疫措置等の影響を強く受けたも

のの、日本では予想を上回る推移及び円安影響を含めた地域別売上見込みの変動等に伴い、売上収益は前

回発表の 2,640 億円から 6.1%増加の 2,800 億円を見込んでいます。一方で IFRS（フル）ベースの営業利益、

税引前当期利益、当期利益は、前述の通りに Eyevance社及びEyevance Pharmaceuticals LLC に係る減損

損失等を計上するため、前回発表予想を下回る見込みです。 
 
※上記の業績予想につきましては、当社が本資料の発表日現在において入手している情報に基づき作成した

ものであり、実際の業績は様々な要因により異なる結果となる可能性があります。 
 
※IFRS（フル）ベースによる業績からコアベースでの業績への調整において控除する以下の収益および費用と

それらに係る法人所得税費用を調整し、コアベースを算出しています。 
・製品に係る無形資産償却費 
・その他の収益 
・その他の費用 
・金融収益 
・金融費用 



・持分法による投資損益 
・販売費及び一般管理費のうち企業買収などに係る費用 

 
 
 

以 上 
 
 
Santen について 
Santen は、眼科に特化したスペシャリティ・カンパニーとして、医療用・一般用の医薬品や、医療機器の研究、

開発、販売・マーケティング活動を行っており、世界約 60 を超える国・地域で製品を販売しています。 
Santen が目指す理想の世界、「WORLD VISION」（Happiness with Vision）の実現に向け、世界中の技術や

組織・人材をつなぎ、「見る」を通じて人々の幸せを実現するSocial Innovatorとして、眼の疾患や不具合に起因

する世界中の人々の社会的・経済的な機会損失を削減することを目指します。 
130年の歴史の中で培われた科学的知見や企業力を活かし、製薬企業としての枠を越え、患者さん起点で眼科

医療ソリューションの開発と提供に取り組み、価値ある製品・サービスの提供を通じ、患者さんや患者さんを愛す

る人たちを中心に社会への貢献を果たしていきます。 
詳細については、当社ホームページ https://www.santen.com/ja/をご参照ください。 

https://www.santen.com/ja/

